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嫉妬感情に関する実証的研究の動向

坪田雄二・深田博己
(1990年9月11日受理)

A review of empirical studies on jealousy

Yuji Tsubota and Hiromi Fukada

Bers & Rodin's (1984) classified jealousy into two types, that is, social-relations jealousy and

social-comparison jealousy. This article proposed the definitions of the two types of jealousy.

There were a lot of empirical studies on romantic jealousy, so romantic jealousy was considered

as a representative example of social-relations jealousy. The results of research on romantic

jealousy were reviewed in the following areas: 1) the components and structure of romantic

jealousy, 2) the factors determining the intensity of it, 3) the psychological processes mediating it,

and 4) the effects of it. It was pointed out that there were few empirical studies in social-

comparison jealousy. Finally, future research orientations of social-comparison jealousy were

suggested.
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対人関係の善し悪しは,人の幸福に大きな影響を与

えるものである。これは,例えば,対人関係の障害に

よって,犯罪を犯したり,臨床的に問題となるような

抑うつを経験したり,アルコールや薬物依存の状態に

おちいるといった現象がみられることからも明らかで

.(*>る。

このような対人関係に影響を与える要因として,料

人コミュニケーション,勢九　役割葛藤,対人刺青な

どの問題が検討されてきている。この中の対人感情(他

者に対して抱く感情と対人関係に伴う感情をあわせた

もの)に関しては,幸福感やあこがれなどポジティブ

な感情や,怒り,孤独感,抑うつなどの対人関係に障

害となるようなネガティブな感情が,注目され,実証

狗,組織的な研究が行われ始めている。その中に,嫉

妬感情も取り上げられており,岸田(1987)は, 「日本

の現代は,歴史上かつてなかったほどの嫉妬とはしゃ

ぎq)時代となり,われわれはおたがいのあいだで休む

ひまなく嫉妬に狂い,はしゃいで目立つ競争をしてい

る(P. 6)」と述べ,日本における対人関係の鍵概念と

して嫉妬をあげている。そこで,対人感情の中から嫉

妬感情を取り上げ,検討していくこととした。

1.嫉妬の定義

従来の心理学における嫉妬研究においては,さまざ

まな定義が用いられており,研究間に定義の不統一が

みられる。そこで,これらの定義を整理し,かつ嫉妬

やjealousyの辞書的意味も参考にしながら,嫉妬の定

義の明確化を試みた。

(1)嫉妬の字義

まず最初に, H本譜の嫉妬,英語のjealousyの辞書

的意味をあげてみる(表1)0

表1の内容を,嫉妬の生じる状況および嫉妬の主な

感情要素の2点についてまとめてみると,次のように

なると思われる。まず最初に,嫉妬が生じる状況に関

しては,日本語,英語ともに, ①自分の愛する者の愛

情が他者に向かう状況,愛情をめぐる争いの状況と,

②自分より他者のほうが優れている状況,他者(競争

相手)が成功や利益を享受している状況の2つに大別

ざれる。次に,主な感情要素に関してみてみると,日

本語,英語ともに,ねたみ,うらみ,憎しみ,怒り,

慣りなどがあげられており,これらの中でも日本語で

-167-



表1嫉妬およびJEALOUSYの字義

嫉　　　　　妬

く日本国語大辞典〉

・自分より優れた人をうらやんだり,ねたんだりする気持ち。

・自分の愛する人の心が他に向くのをうらみ憎むこと。

ねたむ-うらやましく憎らしく思う,くやしく思う。

く広辞苑)

・自分より優れた人をねたみ,そねむこと。

・自分の愛する人の愛情が他に向くのをうらみ,にくむこと。

ねたむ-他人の優れ'た点に引け目を感じたり,人に先を越されてうらヰみ憎む,くやしいと思う

そねむ一日分より優っているのをうらみ憎む

く学研国語大辞典〉

・自分の愛している人が他へ愛情を移すのを憎んだり,恨めしく思ったりする気持ち。

・自分より優れた人をうらやみ憎む気持ち。

ねたむ一他人の長所,幸運などに対して,うらやみながら憎む

そねむ一他人の長所,幸運をうらやみ憎む

く辞海)

・ねたみそねむこと。

ねたむ-他の吉事を見てうらやみ憎む,うらみに思う

く大言海)

・ねたみ。そねみ。

ねたむ一他の吉事を見て心にうらやみて,自ら苦しむ。

そねむ-うらやみ極まりて憎む,他の能をねたみて仇せむとす

JEALOUSY

<WEBSTER'S THIRD NEW INTERNATIONAL DICTIONARY)

・愛情に関する争いや不実(unfaithfullness)を疑っている心の状態。

・利益(advantage)を享受していると思われている人や競争相手に対する敵意。

・他者の愛情の損失に対する懸念。

くLONGMAN DICTONARY OF COMTEMPORARY ENGLISH)

・自分の持っているものを保ちたいという感情,状態O

・他者が持っているものを手に入れたいという感情,状態。

・自分が他者ほどは好かれていないことに対する驚き,怒り。

くRANDOM HOUSE DICTIONARY OF THE ENGLISH LANGUAGE〉

・愛情に関する争い,不実などに対する恐れ,あるいは疑いから生じる精神的不快さ(mental uneasiness)

・競争相手,成功や利益を享受している人,あるいは他者の成功や利益それ自体に対するうらみ,憤り。

くTHE N丘W CENTURY DICTONARY〉

・愛情に関する争いに対する恐れや疑いから生じる精神的不快さ。

・成功した競争相手や自分が切望した利益を享受する人に対するねたみを伴った憤り。

くSHORTER OXFORD ENGLISH DICTONARY)

・怒り,激怒,憤り。

・愛情,あるいは成功,利益などに関する争いに対する疑い,懸念,知識によって生じる心の状態O

は,うらみ,憎しみが強調され,英語では怒りや憤り

が強調されているように思われる。

(2)心理学の実証的研究における嫉妬の定義

次に,従来の心理学における嫉妬研究における嫉妬

の定義をみてみようこ　ところで, White & Mullen

(1989)によれば,これまでの嫉妬研究は,恋愛関係

における嫉妬(romantic jealousy)以外の嫉妬研究は

非常に少なく,わずかに兄弟・姉妹間の嫉妬の問題が

兄弟・姉妹関係についての大規模プロジェクトの2次

的な結果として報告されているにすぎない。そこで,

従来の実証的嫉妬研究の中でも,恋愛関係における嫉

妬の研究のみを対象として定義をみていくことにする。

それをまとめたのが表2である。

表2の上位3つの定着は,恋人との関係とか愛情と
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表2　従来の実証的研究における嫉妬の定義

Clanton & Smith (1977)

恋人を失ってしまうのではないかという恐れや,恋人とライバルとの関係に対する不安といった不

¥ism

(Stewart & Beatty, 1985; Pine & Aronson, 1983にも引用される)

Mathes & Severa (1981)

ライバルの出現によって,愛情を失いそうな,あるいは実際に失ってしまったことによって生じる

ネガティブな感情。

White　1981

自尊心や恋人との.関係が脅威を受けることによって生じる,思考,感情,行動の複合体。ただし,

その脅威が恋人とライバルの恋愛関係の認知によって生じた場合。

(Buunk, 1982; Greenberg & Pyszczynski, 1985; Mathes, Adams & Davies, 1985; Schmitt, 1988

にも引用される)

Bryson (1977)

望まれた関係が失わさせられてしまうのではないかという疑い。

Shette卜Neuber, Bryson & Young (1978)

望ましい感情関係に対する(実際の,あるいは想像上の)他者の脅威に対する反応。

Brihgle, Roach, Andler & Enenbeck (1979)

多様な社会状況における,現在の利点(asset)の損失,想像上の損失　損失の可能性に対する情緒

的な反応。

Hansen　1985

・価値ある関係を脅かす恐れに対する防衛的反応o

Smith, Kim & Parrott (1988)

人がすでに他者と結んでいる関係を失ってしまうのではないかという可能性に根ざしたもの。

いった恋愛関係のみを想定したものであるが,残りの

ものは望ましい関係とか価値ある関係といったように,

恋愛関係のみを想定したものではないという違いがあ

るものの,嫉妬が生じる基本的な状況には違いはない

ようである。その基本的な状況とは,まず最初に,自

分とある特定の他者との間に望ましい,あるいは価値

ある関係が存在し,その関係を脅かす(現実の,ある

いは想像上の)第三者が出現することによって生じる

という状況である。このような基本的な状況は,恋愛

関係における嫉妬のみに限らず,兄弟・姉妹問におけ

る嫉妬に関してもあてはまるように思われる。また,

嫉妬の主な感情要素に関しては(1)嫉妬の字着のところ

でみられたような具体的感情要素については述べられ

ておらず,単に,反応であるとか,ネガティブな感情

としてあげられているものが多い。これは,嫉妬感情

を複合感情ととらえ,どのような感情要素が嫉妬を構

成しているのかといった嫉妬感情の構造の問題が研究

課題となっていることが原因であるように思われる。

このようた,心理学では,恋愛関係における嫉妬が

主に検討されてきたため,既存の関係(例,恋人との

恋愛関係)が第三者(例,恋敵)によって脅かされる

状況,すなわち,嫉妬の字義で述べた①の状沈ばかり

が検討され,嫉妬の字義で述べた②の状況「他者のほ

うが優れている状況」はほとんど検討されていない(こ

のような状況は嫉妬としてではなく羨望と考えられて

いる)0

ところが,最近, ②の状況も含めて,嫉妬ととらえ

検討していくという考え方が, Bers& Rodin (1984)

によって提案され,検討され始めている。彼らは{心

理学では区別されている嫉妬と羨望が,一般には同じ

意味で使われていること,そして,嫉妬と関連した感

情,認知,行動と羨望のそれらとに明らかな違いはな

いことなどから, ①, ②の状況ともに嫉妬の状況とと

らえ,前者を社会的関係における嫉妬(socialてelations

jealousy)と,後者を社会的比較によって生じる嫉妬

(social comparisonjealousy)に分類するという考え

方を述べている。

このようなBers & Rodin (1984)の提案や嫉妬の

字義などを考えてみると,「自分よりも他者が優れてい

る状況」についても,嫉妬の状況と考える必要がある

ように思われる。

ところが,彼らの社会的比較によって生じる嫉妬の

定着は, 「他者が成功を享受し,その結果として,その

他者の優越や所有物が不満や腹立ちを生じさせるよう

な時に生じる感情,思考,行動」であり,社会的関係

における嫉妬については,明確な定義は述べられてい

ない。このように,社会的関係における嫉妬の明確な

定義が述べられていないことや,感情,思考,行動の
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すべてを社会的比較によって生じる嫉妬と考えている

こと,そして嫉妬の生じる状況を不満や腹立ちが生じ

る状況というような他の感情の喚起で定義しているこ

となど,彼らの定義には多くの問題があると考えられ

るO　そこで,嫉妬を社会的関係における嫉妬と社会的

比較によって生じる嫉妬に分類して考えていくという

立場にたって,雨タイプの嫉妬の定義を整理していく

ことにした。

まず,社会的関係における嫉妬に関しては,従来の

研究で検討されてきた嫉妬のタイプであり,上述の基

本的な状況を考慮すると, 「特定の他者との既存の望ま

しい関係が,第三者によって脅かされる時に生じる不

快な感情」と定養されよう。ただし,既存の関係が第

三者によって脅かされそうだと認知した場合も広義の

嫉妬と考えることができると思われる。また,このタ

イプの嫉妬には,恋愛関係における嫉妬や兄弟・姉妹

間における嫉妬,教師をめぐる生徒間の嫉埠など多く

のものがある。つまり,既存の望ましい関係が,恋愛

関係,兄弟・姉妹の関係,教師と生徒の関係の場会は,

それぞれ恋愛関係における嫉妬,兄弟・姉妹間におけ

る嫉妬,教師をめぐる生徒間の嫉妬となる。

一方,社会的比較によって生じる嫉妬の状況に関し

ては,基本的には「自分より他者の方が優れている状

況」であるが,社会的比較の研究(Festinger, 1954)

でも言われているように,単に他者が自分よーり優れて

いるだけでは比較は生じないであろう。そこには当然,

他の条件が必要となってくる。そこで,日常的な嫉妬

の用法などを考慮して, 「何らかの次元(所有物,業績,

地位など)において,自分のほうが優位か同等である,

あるいはそうあるべきだと思っているにもかかわらず,

実際には他者が優位に立っている時に生じる不快な感

情」が社会的比較によって生じる嫉妬であると定義す

るo　ただし,社会的関係における嫉妬でも述べたよう

に,近い将来他者が優位に立ちそうだと認知した場合

ち,広い意味でのこのタイプの嫉妬と考えられよう。

なお,両タイプの嫉妬の主な感情要素に関しては,そ

れ自体が,実証的研究において検討課題となっている

こともあり,単に不快な感情としておくO　それでは,

次に,それぞれの嫉妬の実証的研究を整理してみよう。

2.社会的関係における嫉妬の研究

先ほども述べたように,このタイプの嫉妬は主に,

恋愛関係における嫉妬が検討されてきている。そこで

このタイプの嫉妬の代表として恋愛関係における嫉妬

の実証的研究を整理してみる。

(1)嫉妬感情の構造

嫉妬がどのような基本的な感情要素から構成されて

いるのかという嫉妬の構造の問題は,古くから検討さ

れ,多くの臨床家や理論家(Freud, 1955; Gesell, 1906;

Arnold, 1960: Speilman, 1971)が論じてきている課題

である。この問題に関する実証的研究は,嫉妬を感じ

ている人,あるいは嫉妬を感じる状況を呈示された人

に,その時の多くの感情要素の強さを評定させ,その

結果を因子分析やクラスター分析によって分類すると

いう手法を用いたものが多い(Salovey & Rodin, 1986;

Mathes, Phillips, Skowran & Dick, 1982; Tipton,

Benedictson, Mahoney & Hartnett, 1978)。これら

の研究からは,怒り,悲しみ・抑うつ,恐怖・不安,

羨望,性的喚起,罪などが嫉妬の構造としてあげられ

BfSE*

また, Sharpsteen & Schmalz (1988)は,被験者

に過去に自分が嫉妬を感じた4犬況をくわしく書かせ,

どのような感情が多くみられるか検討したところ,坐

状況の約75%に怒りが, 20-30%に恐怖と悲しみが含

まれていたことを報告しているO　そして, Shaver,

Schwartz, Kirson & O'Connor (1987)は,被験者に

135の感情語を類似一非類似の観点から分類させ,クラ

スター分析を行ったところ,嫉妬は6つの基本的感情

(愛情,歓喜,驚き,怒り,悲しみ,恐怖)の中で,

怒りにもっとも近いものとなったことを報告している。

以上のように,研究によって若干の違いはあるもの

の,実証的研究の結果から言えば,基本的には恋愛関

係における嫉妬は,怒り,不安・恐怖,悲しみの感情

が主体であり,それに憤りなどの羨望の感情,欲望,

熱情などの性的喚起,恥,後悔などの罪の感情が付随

したもののようである。

(2)嫉妬の強さに影響を与える要因

どのような条件が嫉妬を喚起させやすいのかに関し

て,多くの研究が行われている。

1)嫉妬を喚起させた原因の認知

まず, White(1981a)は,自分の恋人が他の誰かに

夢中になった原因の認知と嫉妬との関連を検討した。

彼は,予備調査から, a)現在の関係への不満, b)

性的活動の多様性ぺの願望, C)ライバルの性的特性

以外の特性に対する魅力, d)より深い,安定した関

係への願望の4つの原因に分類し,董回帰分析の結果,

a)が嫉妬ともっとも関連が強-く, C)は女性の場合

にのみ関連がみられたこと,そして, d)は男女とも

嫉妬とは関係していなかったことを明らかにしている。

また, Buunk (1984)は,配偶者が現実に婚外恋愛を

している(していた)者を被験者とし,同様の研究を

実施した。その結果,男性は,妻が性的活動の多様性

を望んでいると知覚した場合に嫉妬が強く,女性は,
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夫が自分に満足していないと信じ込んでいる時に最も

嫉妬が強いことをみいだしている。

2)嫉妬状況において行われる比較

White(1981b)は,嫉妬状況で自分とライバルをど

のような側面で比較したかを調査し,身体的・性的魅

九パーソナリティー,恋人との類似性,職業的地位,

恋人との長期的な関係を形成しようとする願望,恋人

の考えなどに関する感受性の6つの側面を明らかにし

た。そして,ライバルと恋人が類似していると感じて

いる者は嫉妬を感じやすいことをみいだしている。ま

た, Buunk.Bringle & Arends (1984)やSchmitt

(1988)など,も嫉妬状況での比較について検討してい

るO

その他,恋人との関係に代わる関係がみいだせない

者は嫉妬をより感じやすい(White,1981b)ことや,

パーソナリティー,恋人との関係への満足感や依存性,

恋人との勢力関係,愛情などと嫉妬との関連も検討さ

れている。

(3)嫉妬の生起プロセス

White(1981 c )は,過去の臨床家や理論家の記述を

参考に嫉妬のモデルを提案し,この中で嫉妬の原因と

_して,自尊心の損失と恋人との関係の断絶をあげてい

る。このWhite (1981)のモデルを検討したMathes,

Adams&Davies (1985)は,恋人の死,恋人の転勤

などの恋人との別離の状況と嫉妬状況を用い,上記の

2つの原因と嫉妬を測定し,状況間の比較を行った。

そして, 2つの原因の状況間の変化と嫉妬のそれとが

類似していることから,これらが嫉妬の生起プロセス

に関連していることを示唆した。また,深田・坪田(1989)

は,恋人からの拒否の程度を変化させた5場面の嫉妬

状況を用いて検討を行い,同様の結果を得ているo　た

だし,両研究とも2つの原因を直接操作したものでな

いので,これらが嫉妬の生起に関連することは示され

たが,嫉妬の原因であるとは言い切れない。以上のよ

うに,嫉妬の生起プロセスに関する研究は始められた

ばかりで,不十分なところが残されており,今後の検

討が待たれる領域である。

(4)嫉妬の効果・影響

この領域の研究は,嫉妬を感じた者の対処を収集,

分類したものが多く, Bryson(1976)は, 「今の気持ち

を親しい友人に話したい」といった社会的支持の要求,

「ライバルと直接対決する」とか「恋人にその状況の

説明してもらいたい」といった対決, 「他の人との関係

を持ち始める」 「他人の前で恋人の恵ロをいう」といっ

た反動的な報復の3つの対処法を明らかにしている。

また, Francis (1977)は, 15のカップルの面接を通し

て,否認,恋人の監視,競争,関係の再交渉などの対

処法を示した。その他, Sharpsteen & Schmalz(1988)

は過去の嫉妬状況における対処法を分類し,否認,逮

避の方略をみいだしている0

3.社会的比較によって生じる嫉妬

次に,社会的比較によって生じる嫉妬に関してであ

るが,このような何らかの次元で自分より他者が優位

に立っている時に生じる嫉妬に関して検討され始めた

のは1984年以降であるため,研究が非常に少ない。そ

こで,これまでの研究からどの程度のことが明らかに

されて㌧、るのかをみていくことにする。

まず, Bers&Rodin (1984)は, 6歳から11歳の子

供を被験者として,年齢,性, I　　自尊心,出生順

位やきようだいの性などの家族構成の変数,そして失

敗した次元の重要性といった変数が,自発的な社会的

比較の頻度,嫉妬酬青や対処行動,将来の動機づけに

どのような影響を与えるのかを検討した。その結果,

次のようなことを明らかにした。 ①自発的な比較にお

いて,年齢の主効果,年齢と次元の重要性の交互作用

効果がみられ,年齢が高い者は自発的な比較が多い,

そして,年齢の低い者は次元の重要性には影響されな

いが,年齢の高い者では重要な次元でより多くの自発

的な比較がなされる。 ②嫉妬感情において,年齢,自

尊心,自発的な比較,それぞれの主効果と年齢と次元

の重要性の交互作用効果がみられ,年齢の低い者,自

尊心の低い者,自発的な比較を多く行う者は嫉妬が強

い,年齢の低い者は次元の重要性には影響されないが,

年齢の高い者では重要な次元で嫉妬が強い。

Salovey & Rodin (1986)は,社会的比較によって

生じる嫉妬と恋愛関係における嫉妬の違いを吟味して

いる。彼らは53の嫉妬状況を収集し,それらの状況に

おける嫉妬の強さをもとにMDSを行い,「恋愛的一社

会的比較」と「公平-不公平」という2つの次元を抽

出した。そして,社会的比較によって生じる嫉妬と恋

愛関係における嫉妬の典型的な場面を用い,それらの

状況での感情の強さや他者(ライバル)に対する認知

を測定した。その結果,両状況間で嫉妬それ自体の強

さに違いはないものの,恋愛関係における嫉妬の方が,

怒りや抑うつの敵情が強く,立派でなく自信がなく魅

力的でないといった評価がみられたことを報告してい

る。

また,坪田(1990)は,社会的比較によって生じる

嫉妬と,同様な状況で生じる羨望との比較を行ったと

ころ,両感情の構造的な差異はみいだすことはできな

かったが,怒りや憎らしさの感情が嫉妬においては鞍

いことを報告している。
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以上のように,社会的比較によって生じる嫉妬に関

する研究は,始められたばかりであり,未検討の研究

領域が多く残されている。今後は,社会的関係におけ

る嫉妬の研究で検討されてきたような, ①嫉妬感情の

構造の問題, ②他者が優位に至った原因の認知や他者

との関係の要因などの影響に関する嫉妬の規定因の問

題, ③嫉妬の生起プヮセスの問題,そして④嫉妬の効

果・影響の問題などの検討を進めながら,社会的比較

によって生じる嫉妬に関する組織的な研究を行ってい

く必要があると思われる。

4.要　約

嫉妬の字巷などの検討から,嫉妬の研究を,従来検

討されてきた恋愛関係における嫉妬などの社会的関係

における嫉妬と社会的比較によって生じる嫉妬に分類

するというBers & Rodin (1984)の提案に賛同し,

それぞれの嫉妬の定義を明確にしたO　そして,それぞ

れの嫉妬に関する実証的研究を整理し,社会的比較に

よって生じる嫉妬に関する研究の立ち遅れを指摘し,

今後の研究課題を示唆した。
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